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【はじめに】　当院では胃粘膜下腫瘍に対して 2010 年に腹腔鏡内視鏡合同手術（以下 LECS）

を導入し 30 例の症例を経験した．近年 LECS の適応拡大を目標に新たな術式が開発されて

いる．当院で施行した非穿孔式内視鏡的胃壁内反切除術（Non-exposed endoscopic wall-

inversion surgery：NEWS）の 1 例を報告する．

【症例】　56 歳，男性．胃体部小彎に壁外発育型の粘膜下腫瘍を認めた．腫瘍径は 22.3 ×

19mm で開窓生検にて GIST と診断された．LECS の適応と判断し手術を施行した．腹腔鏡

下に腫瘍周囲の漿膜筋層を全周切開し，腫瘍を胃内腔へ内反させ，漿膜筋層を連続縫合にて閉

鎖した．続いて経口内視鏡にて粘膜切開し腫瘍を経口的に摘出した．再度腹腔鏡下に漿膜筋層

縫合を追加し手術を終了した．術後経過良好にて第 8 病日に退院となった．

 

【考察】　粘膜を穿孔させない漿膜筋層切開，縫合糸を切離しない粘膜切開など留意すべき点は

あるが，NEWS は比較的導入しやすい手技であると思われた．


